
   

第 3問 配点 20 点 

 設問別加点基準  

設問Ａ（計 12 点） 

(１)計 3点 
a―名古屋、b―神戸、c―三河、d―清水 
※ すべて正解⇒3点、2～3個正解⇒2点、1個正解⇒1点 
 
(２)計 5点 
※ 観点１～３の合計は 5点を超えない。 
＜観点 1 他港輸出品目の特徴＞(最高 1点、合計は１点を超えない) 
①「自動車[鉄鋼]など」→１点 
②「重厚長大な工業製品」→１点 
  
 ＜観点 2 成田・関空の輸出品目の特徴＞（最高３点、合計は３点を超えない) 
①「軽量(小型)で高価[高付加価値]」→２点 
②「輸送コスト割合の小さい製品」→２点  
③「ハイテク製品[エレクトロニクス製品]」→２点 
 ④「知識集約型[技術集約型]製品」→２点 
⑤「集積回路[精密機械・映像機器]など」→１点 

 
 ＜観点 3 日本の製造業の特徴＞ （最高２点、合計は２点を超えない) 
 ①「知識集約型[技術集約型]の機械工業が発達」 →２点 
 ②「重厚長大から軽薄短小へシフト」 →２点 
 ③「産業構造の高度化」 →２点 
 ④「先端技術産業の発達」 →２点 
 

(３)計 4点 
※ 観点１～４の合計は４点を超えない。 
＜観点 1 Ｘの輸入品目の傾向について＞（最高 1点、合計は１点を超えない) 
①「食料品[衣料]などの(日用)消費財[日用品]」→１点 
 
＜観点 2 Ｘの性格＞（最高 1点、合計は１点を超えない) 
①「消費都市[(大)消費地]」→１点 
②「大市場」→１点 
③「人口の多い地域」→１点 
 



   

＜観点 3 Ｙの輸入品目の傾向について＞（最高 1点、合計は１点を超えない) 
「石油[天然ガス]などの資源[原燃料]」 →１点 
 
＜観点 4 Ｙの性格＞（最高 1点、合計は１点を超えない) 
「工業地域[工業地帯・工業都市]」→１点 
 
 
設問Ｂ（計 8点） 

(１)計 3点 
※観点１～３の合計は３点を超えない。 
＜観点 1 シンガポールの性格＞ （最高 1点、合計は１点を超えない) 
「農業が(ほとんど)存在しない」→１点 
「主な産業が工業のみ」→１点 
「国土が狭小な都市国家」→１点 
 
＜観点 2 メキシコの性格＞ （最高 1点、合計は１点を超えない) 
「農業が盛ん」→１点 
「農畜産物の輸出が盛ん」→１点 
「安価な農畜産物を生産」→１点 
 
＜観点 3 日本の立場＞ （最高 1点、合計は１点を超えない) 
「国内農業の保護政策[保護貿易]」→１点 
「農畜産物の輸入に対する抵抗が大きい」→１点 
 
(２)計 2点  
「労働者[労働力]の受け入れ」→１点 
（例示として）「看護師[介護福祉士・料理人など]」→１点 
 
(３)計 3点 
※観点１～３の合計は３点を超えない。 
＜観点 1 ＷＴＯの性格＞（最高 1点、合計は１点を超えない) 
「多国間の協定であること」→１点 
「グローバル[世界的]な自由化であること」→１点 
 
＜観点 2 ＥＰＡの性格＞（最高 1点、合計は１点を超えない) 
「(主に)2国間の協定であること」→１点 



   

「リージョナル（地域的な・限定的な）自由化であること」→１点 
 
＜観点 3 ＥＰＡの問題点＞ (最高２点、合計は２点を超えない) 
「第 3国から見ると新しい貿易障壁となること」→２点 
「協定非参加国との関係では保護貿易であること」→２点 
「ＥＰＡの進行が、ＷＴＯ交渉の意義を低下させてしまう」→２点 
 


